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午前１１時２６分開会 

○委員長（松井 正志） それでは、ただいまから予

算決算委員会を開会いたします。 

 本会議休憩中の委員会審査ということでござい

ます。限られた時間ではありますが、慎重審査をよ

ろしくお願いいたします。 

 なお、今回の新型コロナウイルスといいますのは、

世界規模で大変大きな影響を及ぼすものと考えて

おります。我々が過去経験したことがないような事

態にも陥るかもわかりません。したがいまして、こ

の委員会審査におきましても、過去行ってないよう

なやり方になるかもわかりませんので、その点は皆

さんのご協力いただきながら、適切な委員会審査を

行っていただきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 それでは、早速、（１）の付託案件の審査に入り

ます。 

 まず、当委員会に審査を付託されました案件は、

次第書に記載しておりますように、第４５号議案の

１件であります。 

 お諮りいたします。本日、本委員会に付託されま

した議案につきましては、豊岡市議会予算決算委員

会運営要綱第５条第１項ただし書きの規定により、

分科会への分担を行わずに、委員会全体で審査を行

うことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 まず、審査の流れにつきまして確認させていただ

きます。 

 当局職員の出席につきましては、議案に関係する

部署の出席としておりますので、ご了承をお願いい

たします。 

 ただし、先ほど本会議でもありましたように、市

長以下の委員会への出席要請につきましては、委員

会審査の中で皆さんとご相談させていただいた上

で、決定した上で諮っていきたいと思いますので、

その点もあらかじめご理解をいただきたいと思い

ます。 

 審査方法につきましては、当局から説明を受け、

質疑、討論、表決を行い、その後、委員会意見、要

望の取りまとめを行いたいと思っています。なお、

質疑、答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押

さえて、簡潔明瞭に行うなどスムーズな議事進行に

格別のご協力をお願いいたします。 

 第４５号議案、令和２年度豊岡市一般会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

 当局の説明に当たりましては、資料のページ番号

をお知らせください。 

 それでは、説明をお願いします。 

 財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 私からは、令和２年第１

回豊岡市議会と書いてあります資料をもとに説明

させていただきたいと思います。 

 タイトルが令和２年度一般会計補正予算（第２

号）の概要というものでございます。 

 新型コロナウイルス感染症に係る支援というこ

とでございまして、１つ目が中小企業の支援でござ

います。金額といたしましては２，０００万円とな

っております。２番目が（仮称）豊岡子ども３０，

０００人応援プロジェクト“豊岡を遊ぼう！”とい

うものでございます。総額１億４，０００万円でご

ざいます。２つ合わせまして１億６，０００万円の

歳出予算となっております。財源といたしましては、

財政調整基金の繰入金を全額１億６，０００万円充

てることとしております。 

 財政課からは以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） それでは、先ほどお

配りをしました、２０２０年３月２６日、予算決算

委員会資料と書きました、こちらのペーパーのほう

でご説明をさせていただきたいと思います。別に配

付をしました資料のほうで、ご説明をさせていただ

きたいと思います。ございますでしょうか。 

 それでは、表紙をめくっていただきまして、１ペ

ージでございます。まず、第１弾としまして、補正

予算（第１号）のほうで提案をさせていただいてお

りますけれども、補足を少しさせていただきたいと
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思っております。 

 まず、金融支援としまして、市の制度融資を活用

しまして、そこに長期融資、新型コロナウイルス対

策という枠を設けさせていただいて、その中で、そ

この長期融資を利用いただく方に対しまして、利子

補給を行うということで、実質３年間の……（発言

する者あり）させていただく制度につきましては、

従前、ご説明をさせていただいたとおりでございま

すけれども、利率のところが整っておりませんで、

調整中というふうなことでさせていただいており

ました。このたび関係機関との調整が整い、年０．

７％ということでなりましたので、ご報告をさせて

いただきます。こちらにつきましては、県の制度と

同じ利率というふうなことで取り扱うことになり

ました。 

 加えまして、１ページの一番下でございますけれ

ども、企業支援としまして、収束を見据え業務改善、

生産性向上に着手する事業者等におきまして、ステ

ップアップ補助金の支援をプラス１，０００万円と

いうことでさせていただいたところでございます。

第１弾としまして４，０００万円の支援をするとい

うふうな枠組みをまずもって、させていただいてお

ります。 

 ページをさらにめくっていただきまして、最後で

ございます。３ページになります。今回、第２弾の

市内中小企業支援ということでご説明をさせてい

ただきます。 

 大枠につきましては、市長のほうから説明をさせ

ていただいたとおりでございますけれども、一番下

に囲みをつくっております。事業者等のニーズ、こ

ういったことを踏まえて、今回の第２弾の支援とい

うことを考えさせていただいてるというふうなこ

とでございます。一番上の囲みの中でございますけ

ども、中小企業の経営安定化を図るため、相談体制

や助成金等の手続への支援を行うというのが大き

な項目でございます。対象は、市内中小企業等とい

うふうにさせていただいておりまして、市内中小企

業の活動をダイレクトに支援するような、そういっ

たところに重きを置いておるところでございます。 

 支援の内容につきましては、緊急経営相談あるい

は緊急労務相談をするような部分、それと、実際に

国のほうの雇用調整助成金等の申請がなかなか煩

雑であるということがありますので、事務のサポー

トをさせていただく社会保険労務士等の専門家へ

の指導等、そういったところに支援をしたいという

ふうなことでございます。 

 こちらにつきましては、商工団体、商工会議所、

商工会に業務委託をして、４月１日から１年間の委

託ということで行いたいというふうに思っており

ます。 

 予算規模につきましては２，０００万円というこ

とで、各団体へ１，０００万円ずつの委託というふ

うなことを想定しておりまして、相談業務あるいは

個社のサポートにつきまして、そこに計上している

とおりでございます。 

 この支援につきましては、商工団体の会員、会員

外を問わず利用可能というふうにしておりますの

で、奮ってお使いいただくようなことで、関係機関

と連携をしていきたいというふうに思っておりま

す。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 私のほうからは、新型

コロナウイルス感染症に対する反転攻勢事業につ

いて説明をさせていただきたいと思います。 

 資料につきましては、先ほど財政課長が説明をさ

せていただきました、表紙が令和２年度一般会計補

正予算（第２号）の概要の３ページをお開きいただ

けますでしょうか。 

 仮称で、豊岡子ども３０，０００人応援プロジェ

クト“豊岡で遊ぼう！”というふうに名づけてござ

います。 

 まず、事業の目的でございますけれども、大きく

２つあるというふうに考えてございまして、１つ目

は新型コロナウイルスの感染拡大の影響を、特に大

きく受けた観光業に対する対策事業でございます。 

 もう一つは、長期にわたりまして自宅待機を余儀

なくされている子供たちに対して、豊岡での体験を

通して元気を取り戻していただこうという、２つの
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大きな目的を設定してございます。 

 対象につきましては、市内の子供たちと原則市内

に宿泊する子供たちといたしておりまして、想定し

てますメーンのターゲットにつきましては、小・中

学生を想定してございます。 

 ３の実施時期でございますけども、基本的に収束

することを前提に夏休み期間中を想定をし、準備を

進めたいというふうに思ってございます。ただし市

内の子供向けのアクティビティークーポンの提供

につきましては、大型連休以降を想定してございま

す。実際の実施時期につきましては、新型コロナウ

イルスに関する今後の状況を十分見きわめて、慎重

に判断したいというふうに考えてございます。 

 ４の事業の概要でございますけども、大きく観光

客向けと市内子供向けの２つに分けて整理をして

ございます。（１）の大交流の実現、観光客向けと

いうところでございますけども、新型コロナウイル

スによる観光業への打撃に対し反転攻勢をし、子供

たちを中心にした豊岡との大交流を実現し、以下の

プレミアム措置を講じていきたいというふうに考

えてございます。 

 １つ目がアクティビティークーポンの提供でご

ざいまして、対象者は市内に宿泊する小・中学生２

万３，０００人を想定してございます。こういった

宿泊を伴う小・中学生に対しまして、１人２，００

０円相当のアクティビティーへの体験の応援クー

ポンを配布したいというふうに考えてございます。 

 ２つ目が質の高いアート体験の提供ということ

で、さまざまなアート体験を無償で提供することと

してございます。具体的には、この月末にプレオー

プンします、江原河畔劇場でありますとか城崎国際

アートセンター、出石永楽館での子供向けの演劇の

上演、それから、イとしまして演劇のワークショッ

プの開催、ページをめくっていただきまして、ウと

しまして、町なかでのパフォーマンス、大道芸の実

施、それから、子供でも楽しめるようなデジタルア

ートの提供、さらに最後に絵本作家による絵本の朗

読会やサイン会の開催を想定してございまして、予

算といたしましては、もとに戻りますけども、４，

８７２万５，０００円を計上してございます。 

 ウでございますけども、これらの事業内容やコン

セプトを的確にターゲットに届けるために、情報発

信のタイミングや内容、手法などについて全体設計

を行い、この設計に基づいて具体的な事業ＰＲをす

る予算といたしまして、１，７０６万２，０００円

の予算を計上させていただいてございます。 

 さらに、エでございますけども、市内での周遊を

促進するアプリの導入を検討していきたいという

ふうに考えてございます。参加者にポイントを付与

したり、スタンプラリーを促すことによって、市内

の周遊を促すためのアプリの予算として３５０万

円を計上させていただいてございます。 

 オといたしまして、地域の特徴を生かした子供向

けのコンテンツの組成を支援したいというふうに

考えてございます。本事業のコンセプトに合致する

子供参加型のプログラムの強化、または新設案件に

つきまして、民間の例えば観光協会でありますとか

企業からアイデアを募り、選考した上で、必要な経

費を補助したいというふうに考えてございまして、

１団体当たり上限２００万円、対象経費の３分の２

以内を想定してございます。この予算といたしまし

て、２００万円掛ける５団体ということで１，００

０万円計上させていただいてございます。 

 大きく２つ目、市内の子供向けの応援策でござい

ますけども、先ほどの市外向けと同様に、アクティ

ビティークーポンの提供を想定してございまして、

対象人員は７，０００人を見積もり、合計金額とい

たしまして２，０００円を掛けまして１，４００万

円の予算を計上させていただいてございます。 

 イも市外向けの子供たちに対する内容の再掲で

ございますけども、市内向けの子供たちにつきまし

ては、アのところに括弧書きをしておりますけども、

江原河畔劇場、国際アートセンター、永楽館での上

映に加えまして、小学校単位に出向いての巡回公演

を検討してございます。 

 ５でございますが、以上の全体調整事務費といた

しまして、７１万３，０００円を計上させていただ

いて、合計で１億４，０００万円の予算となってご
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ざいます。 

 実施主体につきましては、豊岡ツーリズム協議会

への補助ということで実施をさせていただけたら

というふうに考えてございます。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） まず、簡単なことからお聞き

したいと思うんですが、２番の大交流の実現を含め

て、１億４，０００万円を豊岡ツーリズム協議会に

補助金として出す。この豊岡ツーリズム協議会とい

うのはどんな団体で、どこに事務局があって、余り

聞きなれない団体に思うもんですから、それをまず

聞かせてください。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 豊岡ツーリズム協議会

に関しましては、合併前の観光協会がそのまま継続

しておりまして、その合併前の観光協会の連絡調整

機関として組織しているものでございます。事務局

につきましては、大交流課が所管をしてございます。 

○委員長（松井 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ということは、観光協会の１

市５町合併した後の、もっと言えばある面では観光

協会であり、ある面ではツーリズム協議会でありと

いうふうに理解したらいいのかな。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） そうです。各観光協会

の連絡調整機関としてツーリズム協会があるとい

うふうにご理解いただけたらと思います。 

○委員長（松井 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） コロナで元気を失っている子

供たちに元気をということもよく理解ができます

し、あるいは観光業への活性化という点も理解がで

きるんですが、印象として、演劇の支援金かという

印象を持つぐらい偏っとる感じがします。 

 それと、これは要望になるんですが、中小業者

等々への支援というの、コロナでいろいろ利子補給

も含めてあるんですが、それ以外の業界ですね、な

りわい。例えば農業や漁業というのは全く何にもな

いんですね、国も。農業者の中から、わしらは放っ

たらかしじゃと。わしらかて被害受けとるわいとい

う声もあるもんですから、これは一度検討願いたい

ということだけ申し上げときます。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） まず２点ほど聞きまして、ま

た後から聞かせていただきます。 

 済みません、どっちの資料からいったらいいんか

わからんですけど、きのう、夜いただきました、こ

ちらのほうのページでいきますと２ページ、市内中

小企業のところに対する支援対象の中で、４番の予

算規模の中の（１）、（２）の中で、説明会を７月

まで月２回追加開催となっております。これは現状、

何回開催されておって、なおかつ月２回、追加開催

という意味で理解しておりますけども、それが１点

教えてください。 

 それと、その他のところで、５番ですね、その他

のところ、（１）非会員にも問わず利用可能となっ

てますけども、非会員に対する周知方法、どのよう

な周知で行っていくのかと、こういう時期ですので

機敏に対応していただくことが大事かなと思いま

すので、まず、この２点、お伺いいたします。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） まず、相談会の関係

でございますけれども、各商工会議所、商工会さん

がそれぞれ自前でされるものがあろうかと思って

おります。それに加えて、市のほうでプラス７月ま

でに月２回開催をというふうな趣旨で書かせてい

ただいております。 

 具体的に各商工会、商工会議所さんで何回される

かというところは、ちょっと今つかんでおりません

ので、また改めてお知らせをさせていただけたらと

いうふうに思います。 

 ２つ目の質問でございますけれども、収支の方法

につきましては、市でさせていただく部分としまし

ては、まず、ホームページでの周知ということがあ

ろうかと思いますし、防災無線での放送等も絡めて、

広く皆さんに伝えれるようにさせていただきたい
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というふうに思っております。また、委託をします

それぞれの団体のほうのルートでお知らせをする

という中で、会員外にも届くところがあればお願い

したいというふうにも思っております。以上でござ

います。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 本当にもう皆さんもご存じの

ように、緊急というところが多々あると思いますの

で、素早く、求められる方に対して情報が届くよう

なことをきちっととっていただきたいというふう

に思います。 

 それでは、次のちょっと質問ですけども、今度３

ページですね。豊岡子ども３０，０００人応援プロ

ジェクトの中の事業概要の中について確認をさせ

ていただきます。 

 大交流の実現ということで、アとイとあります。

アの中で利用できる施設だとか観光協会を通じて

ということになってますけども、これとは別に質の

高いアート体験の提供ということで、イのほうで計

画されておりますけども、これは分けた意味ですね。

どういうような、イのほうでは施設だとか観光協会

通じて動くわけですけども、イのところで質の高い

アート体験の提供ということで、４，８００万円ほ

ど上げてますけども、これはどのような動きになる

のかお答えいただきたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） まずアクティビティー

クーポンの利用先でございますけども、これにつき

ましては、この趣旨に事業者のほうで賛同していた

だくことがまず前提となりまして、といいますのも、

手間がかかるということであったり、入金がおくれ

るということがございますので、事業の趣旨に賛同

していただいて、そういった事業者を募りたいとい

うふうに思っているのが、１番のアクティビティー

クーポンの事業者選定の考え方でございます。 

 イにつきましては、これ、豊岡市として公演を買

い取る形になりますので、どういった劇団かまだ具

体的には決まっておりませんけども、買い取って、

そういった機会を提供したいというふうに考えて

ございます。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） それで、今、買い取りという

ようなことをお聞きしました。例えば買い取りをさ

れて開催される演劇の中に、参加者が例えば１人だ

とか２人だとかいった場合も考えられると思いま

すけども、その場合でも、予定されている金額を、

当然、参加者がいるわけですから、支払われるのか

どうか、それはどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 今、基本的な予算の見

積もりの考え方につきましては、夏休みに入りまし

てからお盆までの土日、祝日で開催することを想定

しておりますけども、具体的にどの日に何公演する

ということまでは、まだ整理ができておりません。 

 ただ、基本的には買い取った場合には、お客さん

が１人であったとしても、それは上演していただく

ことになるというふうに考えてございます。基本的

に子供については無料を想定しておりまして、大人

につきましては相当額の料金を払っていただくこ

とを想定してございます。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ３回目ですね。済みません、

４ページのほうに、４ページのウのところです。コ

ミュニケーションプランの設計及び周知事業の中

の１，７００万円について…… 

○議会事務局長（松本 幹雄） ３回だけじゃなくて

もいいです。制限ないです。 

○委員（岡本 昭治） ああ、いいんですか。失礼し

ました。済みません、続けて、１，７００万円の予

算が上がっております。この中の内容を見ますと、

多分、全体設計を行う部分とそれをチラシやウェブ

サイトの制作だとか、それに載せるという２つのこ

とに分けられるんじゃないかなと思いますけども、

この２つの事業に対する積算ですね、１，７００万

円の積算根拠というのは多分あると思いますので、

それをお知らせください。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） １，７００万円の内訳
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につきましては、まずコミュニケーションプランの

設計の部分が３３０万円程度を想定してございま

す。そのほか、実際の広告として雑誌広告でありま

すとか、例えば駅、列車内での交通広告、それから、

ウエブによる広告を想定していますのが、１，７０

０万円のうちの９７０万円程度、それから、もう一

方で応援クーポンの体験クーポンの印刷費であり

ますとかチラシ、ポスターの印刷費として４００万

円計上してございます。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） わかりました。もう一つ済み

ません、続けて申しわけないんですけども、オのと

ころです。１，０００万円の事業が上がっとります。

その中で参加プログラムの強化または新設案件の

民間の団体や企業から公募となっております。この

公募される範囲ですけども、市内なのか市外の業者

を含むのか、この点、お伺いいたします。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 基本的には市内の事業

者、業者を想定してございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 以上です。 

○委員長（松井 正志） 暫時休憩します。 

午前１１時４９分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５２分再開 

○委員長（松井 正志） では、休憩前に引き続き委

員会を再開します。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 先ほど岡本議員の関連である

んですけれども、オの地域の特徴を生かした子供向

けのコンテンツの部分ですけれども、多分皆さん、

やはり死活問題としていろんな企画といいましょ

うか、考え方が多数出てくるというふうに予想され

るんですけれども、そういった場合、この金額で足

りるのか、もし多数な場合は増額だとか臨機応変な

形を考えられてるのかどうかいかがですか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） まず金額の件です

が、一応予算として１，０００万円ありますので、

件数なり個々の、例えば少ないところもあれば多少

融通がきかせることも可能であると、件数をふやす

ことも可能であるというふうに考えております。天

は一応、今のところ予定は天が２００万円というこ

となんですが、例えば１００万円のところが多けれ

ば、数をふやしてできるということも可能だという

ふうに考えております。 

 また、総枠でございますが、全体の事業の中でま

た調整できる部分があって、どうしても効果が高い

というものがあれば、また総枠の中で、補助金の総

枠の中で考えさせていただけたらというふうに考

えております。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ということは増額というか１，

０００万円にこだわってないというふうに理解す

ればいいんですか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 基本的には予算が

ありますので、そこを目安に進めますが、周りの状

況ですね、ほかの契約、まだ見積もりの状況ですの

で、実際、契約してみると金額が減ったりふえたり

があるかと思いますので、そのあたり様子を見なが

ら、とりあえずは１，０００万円という計画で進め

させていただきたいというふうに思います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） とりあえずはわかってるんで

すけど、それ以上のことを考えた場合はしっかりと

考えておかないと、ある意味、中途半端に終わって

しまって、来られた方が、いや、もう金額を達成し

たんで、きょうからできませんだとかいうような、

逆にアナウンスができるのかどうかというふうな

部分があったりだとかするんですけど、もう一回確

認で１，０００万円以上は出さないのかどうかだけ、

そういった場合のリスクといいましょうか、そうい

ったことは考えられておられるのか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 先着順ではなくて

一斉に応募していただいて、同時にやりますので、
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そこの効果を見ながら選定は行いたいと思います

が、先ほど議員がおっしゃったようなケースにつき

ましては、その都度、臨機応変に対応できればとい

うふうに思います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それと対象の経費といいまし

ょうか、これ、３分の２ということであるんですけ

れども、要は皆さん、苦しんでいる状況下の中で、

３分の１を負担せというような形で、それがネック

になって逆にそういった応募ができなかったりだ

とかいうような想定が考えられるんですけれども、

これ、全額だとかいうふうなことは考えられてなか

ったのか、そのあたりどうですか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 当然、補助率について

は議論をしてまいりました。その中で２分の１であ

ったり、３分の１であったり、全額というところも

選択肢であったわけですけれども、１０分の１０を

補助してしまうと、事業の効果といいますか、事業

効果の高いような、真剣に考えられたものは出てこ

ないんじゃないか。一定のご負担をいただく中で、

市として援助をする形がふさわしいんじゃないか

ということで、３分の１とさせていただきました。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） この緊急事態等、間違いなく

苦しんでる状況の中で、高いだとか言うてるような

ことの、そういう議論、真剣に考えられた、短い時

間の中で考えられる中では、やはりこの３分の１の

負担というのは、その団体に対して、ある意味ふる

いをかけてしまう場合も考えられるんですけど、そ

の変更等は考えられないんですか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 基本的にアクティ

ビティーで、今後は料金を取っていただいたり、今

後、営利目的に使ってもらおうというのが基本です

ので、その点につきましては、やはり今後の継続性

を考えると、ここで全く負担なしであとはもうける

だけというようなことになるのは、ちょっと税金を

投入するのにどうかというふうに思いますし、そう

いう、今後ちゃんと収支が合うようなことを考えた

計画は当然出てくるということを考えると、幾分か

負担していただくのが妥当かというふうに考えて

おります。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度も言いますけど、緊急事

態なんですよね。普通の状況だとか、通常の中のイ

ベントだとかいうようなことであるんだったら、今

の論法といいましょうか、そういったことは考えら

れるんですけれども、本当に苦しんでいるところを、

一人でも多くやっぱり来ていただこうだとかいう

ふうなことをしようとしてるのに、そのあたりの考

え方というのがかなりギャップがあるようには思

うんですけれども、もう一回、そういったところを

考えられるのかどうか、いかがですか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 今回、緊急の対策

として出させていただきますが、これの場合は緊急

に経営困難で助けなくてはいけない方を救うとい

う事業ではなくて、アクティビティーを充実させる

ということを目的にさせておりますので、そのあた

り、経営の関係につきましては違う制度で対応して

いただけたらというふうに思いますし、先ほど申し

上げましたように、今後の経営のための投資という

面では、全額というのは税金を充てにくいというふ

うに考えております。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度も済みません、申しわけ

ないです。この趣旨というのが、考え方が違ってる

のかなというふうに思いますので、もうちょっと真

剣に、もう少し業者さんの、まちのことを考えてい

ただきたいなというふうに思っております。まずは

とりあえずは質問を終わります。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 私は短目に。先ほど岡本議員

の何だかな、アート体験だったかな、谷口君が答弁

してくれたんだけど、演劇の機会をアート体験を通

じてということなんだけど、買い取りだから、もう

１人で、観客１人でもやりますよというふうに発言
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したと思うんだけど、それ、全くナンセンスだ。そ

れで、だったら、さっき、今、クラスターの問題じ

ゃないけど、市長はそれなりの劇場とかアートセン

ターとはちょっと違うとかなんとか言っとったけ

ど、考え方の問題だけど、それは１人でやったって

全く意味がない。やっぱりそれだったら、例えばそ

こから、場所から出ていって、違うところで公演し

てあげるから、ここに限定せずに豊岡市が演劇のま

ちなら演劇のまちで、いろんなとこに行けばいいじ

ゃない。神鍋に行ったってできるとこはあるだろう

し、環境や天候があるでしょう。もうちょっと柔軟

に、あなただったら考えられるでしょう。なぜそれ

を言わない。１人にこだわる必要ないやないか、そ

れ。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 柔軟に考えさせていた

だきます。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 柔軟に考えて、本当に。出石

でも但東町でもやり方によってはあるんですよ、本

当に。例えばチューリップのところでもできるわけ

だし、神鍋高原でもできるわけだし、竹野の海岸の

とこでもできるわけだ。あんたらしくやってくださ

い。 

 それから、今、アンケートもあるんだけども、こ

こまで来るまでに市内の業者、観光業、旅館からは

いろいろとアンケートもとりました。市内の業者の

皆さんからどういうふうな調査を、市は今までやっ

てきたのか。それから、これからどうやっていくの

かというとこら辺を一度、もしもわかってることあ

ったら、今、言ってもらいたい。これは本当に大変

なことだと私思ってますよ。豊岡市なんかは特にい

ろんな職業というか、いろんな事業所がたくさんあ

りますからね。大きな影響を、末は市民の生活にか

かわってくる。 

 中でも、今、教育次長、そこにおられるけど、私

もちょっと聞いた話、学校が休業、休校になりまし

た、この間ね。それから、これからひょっとしたら、

あってはいけないかもわかんないけど、これからま

た、豊岡にそういうことが起こり得るかもわかんな

い、非常事態があって。今まで、２週間だったかな、

休んだときに給食がとまりましたよね。その仕入れ

業者さん、１年間の間で学校給食と仕入れしてる、

約束されてることがストップした。大変お困りだと

いうふうに私はお聞きしてます。教育委員会も、そ

のことについては緊急に調査をされたというよう

にお聞きしてますが、そのことをちょっともしもわ

かってることがあったら、ここには触れてないんで

ね、全く。そういうことについてはどうなのかなと

いうことも含めてどれだけ調査をし、これからどう

いうふうにしていこうかというところも含めて、今、

ちょっと教育委員会に名指しをしましたけど、お答

えができるんだったら答えていただきたい。 

○委員長（松井 正志） 教育次長。 

○教育次長（堂垣 真弓） 学校の給食につきまして

は、基本的に業者との契約がございますので、当初

はその契約のとおりに、とりあえず休止、キャンセ

ルをさせていただいておりました。 

 ただ、そのようなお話もお聞きする中で、契約と

申しましても、基本的にインフルエンザでの学校の

休校ですとか、あと少ない日数での休校ということ

は想定しておりますけども、今回のように豊岡市全

体、今回は日本全国だったんですけども、一斉の、

それも２週間という休校については余り想定をさ

れた契約にはなっておりませんので、それぞれの業

者について、全部確認をさせていただきました。業

者につきましても、中間業者が入っているところも

ございますので、そのような、例えばＪＡさんです

とか、そのようなとこには、そこがまた依頼をされ

ている農家にも全部聞き取りをさせていただきま

した。その中で、例えば転用ができたとか、ほかに

も販売できたというところは除いて、どうしても廃

棄をせざるを得なかったというところについて、金

額等も確認させていただき、それにつきましては、

今回、補正とかでは上げておりませんが、現計予算

がございますので、現計予算でお支払いをしたいと

いうふうに考えているところでございます。以上で

す。 



 9 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） これまでの調査につ

きましては、商工会、商工会議所さんのアンケート

があるということも踏まえながら、手薄になるよう

ところが、製造業のところが大きくあるかなという

ふうに思っておりましたので、中核工業団地に立地

をされている企業さんへの聞き取りでありますと

か、豊岡市工業会の役員会等を通じて、状況の把握

あるいは要望があるのかないのかというようなと

ころの投げかけ、そういったことも、今していると

ころでございます。 

 そういったところの状況も踏まえまして、今後、

国の次の支援とかいうようなことが出てくる中身

も見ながら、豊岡市としてやるべきところがどこな

のかということは見定めていきたいというふうに

思っております。 

 それと、先ほど岡本議員のご質問に対しまして、

ちょっと保留をさせていただいていた点につきま

して、回答させていただきます。 

 商工会、商工会議所ともに、通常は月１回の経営

相談をしていただいてるようでございます。このコ

ロナの関係で、今年度、特に３月につきましては商

工会は３回実施をすると。４月につきましても５回

プラスでやるというふうな予定を聞いております。 

 商工会議所につきましても、３月の３０日に緊急

分として実施をするという予定がございます。４月

以降は未定ということで、緊急分については未定と

いうことで聞いております。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 観光産業につきまして

は、先ほどご説明させていただきました、豊岡全体

を統括するツーリズム協議会の会長、副会長からご

要望をいただいたり、城崎の観光協会の方々からご

要望いただいた上で、各観光協会の事務局、それか

ら、観光協会が推薦される若手の観光事業者を集め

まして、振興局の職員もですけれども、アイデア出

しのワークショップをさせていただきました。この

ワークショップにつきましては、今後も必要に応じ

て、引き続き開催していきたいというふうに考えて

ございます。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ありがとう。次長、確かにい

ろいろと調査をしていただいたんですが、中でも豊

岡市内だけではなく、お隣の京都府だとか鳥取だと

か、それから、もう少し遠いところ、東海地方だと

かいったところに給食の加工品として提供してあ

るところがあるんですよね。ですから、豊岡だけじ

ゃなくてよそも休校だったから、この間は、大変な、

本当に、操業を休止してまでやってたというところ

もお聞きしてます。だから、そういうことからいく

と、今のことに対しては大変安心いたしました。 

 でも、今後また、何か起こり得ることがあったら、

やっぱりそういったちゃんと手当をしてやってい

ただきたいなというふうに私は思いました。 

 一給食の仕入れ業者だけっていうのは、ちょっと

いかがかとは思うんですが、でも、年間の契約の中

からですかね、現計予算だから、それはいいと思い

ます。 

 それから、今の市内の業者、いろんな事業所に対

してはいろいろと本当にきめ細やかな対応、対策を

考えていただきたいと思います。借りようにも借り

れないというような条件がつけられるというよう

なことも、実は聞いております、個人の事業所では。

何でもかんでも貸してあげるよという、どんどん、

先ほど、どうぞくまなくご利用いただいたらという

発言があったけど、くまなく利用できない人たちも

いるから、一番恐れるのは、これから廃業されて、

この際だから廃業していくというのは困ってしま

いますので、その点もよく十分あれしていただきた

いというふうに思います。以上です。これでいいで

す。 

○委員長（松井 正志） 暫時休憩します。 

午後０時０９分休憩 

──────────────────── 

午後０時１３分再開 

○委員長（松井 正志） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 そのほかありませんか。 
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 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） お昼になりましたので、これ

からはまだ質疑、質問もあろうかと思いますが、政

策的な判断とか政策的なところに委ねることがあ

ると思いますから、市長、副市長、それから教育長

もご同席いただきたい。午後からの委員会にはご同

席いただきたいというふうに思います。よろしくお

願いします。 

○委員長（松井 正志） ただいま椿野委員から、こ

の予算決算委員会に市長、それから両副市長、教育

長の出席を求めたいというような発言がありまし

た。 

 これについて、委員会の議題として追加して、直

ちに審議することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認め、直ちに

議題といたします。 

 それでは、提案者からありましたように、昼から

の委員会につきましては、市長、両副市長、教育長

の出席を求めることに決定してよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認めます。 

 そのように決定させていただきます。 

 委員会を休憩します。再開は午後１時１５分。 

午後０時１４分休憩 

──────────────────── 

午後１時１５分再開 

○委員長（松井 正志） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 午前中の審議では、今回の補正予算に関してさま

ざまな質問がございました。当局におかれましては、

適切なご説明、ご答弁だったと思いますけれども、

さらに市行政あるいは学校現場等の問題につきま

しても、もう少し深く質疑、質問したいというふう

なご要望がありましたので、午後からは市長、副市

長、教育長のほうのご出席を求めておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 引き続き質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 午前中に引き続きといいます

か、初めて質問させていただきますけども、まず、

予算規模２，０００万円のこの緊急経営相談会、そ

れから、専門家による個社サポートということで、

時機を得た制度であるなというふうに見ておりま

したけども、まず、緊急経営相談会、労務相談会は、

具体的には商工会、商工会議所が窓口だったんでよ

ろしかったかな。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） この事業は、商工会、

商工会議所に委託をして、そちらでの相談業務とい

うことで行っていただく予定でございます。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 商工会、商工会議所、私もあ

んまり詳しく知らないんですけれども、スタッフが

そうたくさんではないと思っておるんです。ですか

ら、業種からすれば、いろんな業種もあったり、い

ろんな相談があろうと思いますので、多岐にわたっ

ての相談が受けれる体制はきちっと構築していた

だきたいということをお願いしておきますけども、

その考えはまず１つあるのか。 

 それからもう一つ、専門家による個社サポートと

いうことで、１００社分８００万円ですから、８万

円の１００社というようなことだと思いますけれ

ども、どうなんでしょう。市長の答弁で行政書士と

かいうことをおっしゃいましたけども、これもいろ

んな相談があろうと思うんですけれども、具体的に

はどういった相談員を想定されているのか、商工会、

商工会以外にどういう相談員を考えておられるの

か、そのあたりの説明をいただきたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） まず、多岐にわたる、

いろんな相談があろうかと思いますので、適切にい

ろんな相談を受けれる専門家を広く委託先にはお

願いしたいというふうに思っております。緊急経営

相談、労務相談でございますので、金融機関の関係

でありますとか社会保険労務士さん、そういったと

ころを中心にして、ケース・バイ・ケースで専門家
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のほうはお願いしていただきたいというふうに考

えております。 

 それと、１００社程度の相談というような形での

積算にはなっておりますけれども、それぞれ個社に

よりまして、濃淡といいますか、手間の加減は違う

というふうに思いますので、場合によったら手厚く

といいますか、少し念入りにしていただかないとい

けないものもあれば、そうでもないのもあると思い

ますので、その辺は見きわめながら調整をしていき

たいというふうに思っております。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 相談にはいろんな方面があろ

うというふうに私も考えておりますけども、まず１

つには、その前段で４，０００万の緊急融資の話も

ありましたけども、３末であるとか４末であるとか

５末であるとかいう、月次の一番最後にやはり事故

が起こる、起こりやすい時期でございますんで、金

融相談についてはできるだけ慎重かつスピーディ

ーにお願いをしたいということは思っております。

ショートするのは本当に早いですから、皆さんがご

承知ない分野ではあるんでしょうけれども、事業が

ショートするのは本当に金融からショートしてし

まいますので、非常にばたばたと来るもんですから、

ぜひ、そういったことも、商工会、商工会議所さん

も、実は玄人ではございませんので、勤め人さんで

ございますので、その辺もよく課長のほうでプッシ

ュをしていただいておきたいと思います。 

 ですから、個別相談の中でいろんな方面があると

は思いますけれども、いろんな分野に的確に対処で

きるような考えを持っておいていただきたい。 

 それともう一つ、本会議でも申し上げましたけれ

ども、こういった際に事業をやめてしまおうという

力が働くもんなんです。ですから、そういったこと

もどう捉えてどうできるのか。これも大事な視点だ

と思いますんで、その辺についても商工会、商工会

議所一緒になって、そのあたりの情報を把握するこ

とは、ぜひにしていただきたいなというふうに私は

思っておりますけども、そのあたりのお考えもござ

いますかな。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 業務のほうは委託を

いたしますけれども、やはり適切な時期に連携をと

って、いろんな情報交換をしながら進めていくこと

は必要だというふうに思っておりますので、今、議

員がご指摘いただいたようなことを踏まえて、連携

は強化していきたいというふうに思っております。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それと、コロナ対策としての

補正予算で、きのう見させていただいたんですけれ

ども、この中で一番、私はぱっと見てぱっと思った

のは、まず、どれだ、演劇、どれだったかな、３ペ

ージ、これか、これやな。４番の事業概要の大交流

の実現の中で目についてしまったのが、やはり質の

高いアート体験の提供ということで、コロナ対策と

して、まず質の高いアート体験の提供ということを

先ほど課長言われましたけども、ここがもう突出し

た形で目についたんですけれども、基本的に青年団

ですとか、ここがコロナで相当ダメージを受けたと

いう認識でよろしいんでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 具体的に青年団がコロ

ナ対策でどのような影響を受けられたかというの

は具体的に把握をしておりませんけども、基本的に

全国の劇団にはすごく大きな影響を与えてるとい

うふうに理解をしてございます。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 密室空間で演劇をしたり、お

客さんに来ていただくということから考えますと、

当然、３月のこの状況の中ではダメージは受けられ

るんだろうなということを思うんだけれども、えら

い急激に早い補正予算で、この４，８７２万５，０

００円がこうして組まれたということで、まず、コ

ロナ対策としては本当にこれからいろんなとこで

いろんな影響が出てきて、それが顕在化してくるの

が、僕はこれからだと思ってたんですけども、子供

にかこつけた、子供に元気を与えるというような言

い方をされてましたけども、その中で演劇というこ

とのいろんな河畔劇場、アートセンター、出石永楽
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館での演劇、ワークショップの開催、それから町な

かパフォーマンス、デジタルアート、絵本作家のサ

イン会とかいうのが出てきましたんで、ちょっと違

うんではないかなと、順番からしたら。やっぱりき

ちっと状況を見て、当然、今の心配はコロナをどう

して抑えていくかに皆さんかかっておられるんで、

そのときに、市長、さっきちょっと説明されました

けども、夏休み云々、先んじて計画するんだという

ことをおっしゃいましたけれども、私は何か逆なよ

うな気がして、今からきちっとコロナの影響につい

てを精査しながら、途中で臨時議会を開いていただ

いたら結構なんで、そのときにいろんなスケジュー

ルといいますか、この案件を出していただいて協議

をするというふうな気がするんだけど、いかに早く

これが出てきたんで、私は個人的にはきのうの夜９

時ごろ聞いたんでびっくりしたんですけれども、こ

れはコロナ対策と言いながら演劇対策ではないん

かなというふうな気がしたんですけど、そんなふう

にとれるんですけど、違いますか。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 違います。これは要するに観

光対策です。今、コロナウイルスの関係で最も顕著

に早くあらわれてるのが観光です。もう宿泊のキャ

ンセルがずっと続いてると。これは、特に城崎を中

心に観光業の方々との意見交換をいたしました。大

変な危機感で、これが恐らくもう連休も、大型連休

も６月も戻ってこないだろうと。したがって、７月、

８月もこの状況であると旅館はどこももたない。そ

こで、せめて７月、８月に期待をして、状況が許す

ようであれば、そこに一気に観光のキャンペーンを

打っていかなければいけないという、こういう話が

ございました。 

 先ほども申し上げましたけれども、６月か７月に

なってから予算化をしてたんじゃ間に合わないわ

けですね。７月、８月に豊岡にお越しくださいと言

おうとすると、言うのはもちろん７月の初めぐらい

じゃないと言えないかもしれませんけれども、例え

ばウエブでやるにしても、ウエブの準備が要ります。

あるいは雑誌を持ってＰＲをしようとすると、雑誌

への事前の話し合いが要りますし、それから、どう

いう中身で訴えていくなんていうことも、これも不

可欠です。ですので、このタイミングでなければい

けないと。 

 今、もちろんいろんなところで影響出てきてます

けど、最も深刻な状況にあるのが観光ですので、観

光業の方々に少し和らいだときには、もう間髪入れ

ずにやりますというメッセージを送る必要がある

という意味でも、このタイミングだろうというふう

に思っています。 

 そこで、さらに、これは観光業の方々とも議論を

したんですけれども、恐らく日本中が安売り競争を

するだろうと。うちに来たら５，０００円補助する

とか３，０００円補助するとかという。その中で、

例えば７月、８月に旅行が可能な状況になったとき

に、それでも豊岡に来てくださいと言おうとすると、

豊岡に来るツアーといいましょうか、旅を魅力的な

ものにしなければいけないということになって、観

光業の方の側から、子供たちをターゲットにしたい

と。大人もみんないいかげん飽き飽きしてるわけで

すけれども、子供たちはとりわけ厳しい状況に置か

れてますから、子供たちをターゲットにして、子供

たちが豊岡に来てくれれば、当然、親がついてくる

ということになりました。 

 では、その子供たちをターゲットにするときに、

豊岡としてどういうものを加えれば、豊岡への旅が

魅力的なものになるのか。それは豊岡の強みを、つ

まり乗せるほかはないということになって、１つは

アクティビティーですね。神鍋高原で気球に乗った

りだとか、グラススキーをしたり、あるいは夏です

と竹野浜に行ってラグーンでつかったりすると。そ

ういうものに対するクーポンを出してはどうかと

いうことになり、さらにもう一つ、日本のほかへ行

くよりも豊岡に来るといったときに、ここに質の高

いアートというものを加えれば、それは豊岡の強み

であるわけですから、それでもって、魅力満載の商

品をつくっていこうということでなったものです。 

 幸いにして、河畔劇場が既にあるわけですし、こ

こはまさに世界的なレベルの劇団がいるわけです
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から、これを利用しない手はないと。あわせて、青

年団自身はやや高学年向きの作品が多うございま

すので、もっと低学年向きの劇団も要るだろうとい

うことで、江原河畔劇場、青年団以外にも外から特

に低学年向きのものを招いていこうと。さらに大道

芸については、日本の第一人者の方が、このような

方が既に出石に移り住んできておられますので、こ

の方を例えば一月間押さえてしまって、豊岡の至る

ところで演劇をやってもらう、パフォーマンスをや

ってもらうこと、それも大きな魅力になるのではな

いか。 

 また、デジタルアートにつきましても、これは観

光業の方のほうから、最先端のアートですので、何

ていうか、特殊な、どっちかいうと質がすごい高い

というよりも、最先端の技術をもって、みんなの注

目を引きつけるようなものができるはずだという

ことで、それについても上げようと、こういうこと

になったところです。 

 結果として、先ほど担当課長言いましたように、

劇団青年団も相当ダメージを受けてます。アメリカ

公演がキャンセルになり、尼崎共演がキャンセルに

なりと受けてますけれども、したがって、結果とし

て支援という面は当然出てくるわけですけれども、

経緯としてはそういうことではないと。また、ほか

から招く劇団についても、日本中の劇団が実は大き

なダメージを受けていて、存続の危機にあるという

ことですから、むしろお互いにこれはギブ・アン

ド・テークというか、ウイン・ウインの関係になる

んではないか。まさに豊岡だからこそ、こういった

ことが打ち出せる、あるいはそういう発想が持てる

のではないかということで提案のようなことにな

っております。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １つだけ。今、市長の答弁と

いうか聞かせていただきまして、理解できる部分も

多々あるんですけれども、私はやはり我々が観光が

一番ダメージ受けますよ、飲食も受けますよ、その

ほかもいっぱい受けますよということは我々も提

案しているわけですけれども、余りにも早くこれが

ぽっとできて、さっきの谷口課長の話では、１人た

りとも、１人であってもやりますよということを言

われてましたね。そこがやっぱり性急過ぎるという

気がしたんです。こういった公費を４，８００万円

強使うという中で、どうしたら本当に効果があるの

かをするにはやっぱり時間が要るわけです。それか

ら、終息の経緯を見ながら、だから、お金を使って

いただくのは僕は丸なんですけれども、はっきりと

言えばやっぱりもうちょっと客観的、冷静に周りを

見て、コロナがどういうふうに推移していくんかと

いうことを考えて、議会とのやりとりもしながらや

っていただくちゅうのは、僕は正解なんじゃないか

なと。 

 だから、当局が急いでいかれる今だからできるん

だということも、ある面は理解しますけれども、や

っぱり拙速というか、そういう面もあるし、答弁も

無理なところがあるなということで、さっき聞いて

おりましたんで、せっかくの予算ですから、やはり

有効な形になるように、余り急がば何とか言います

しそういうことも言いますんでね。ですから、やっ

ぱりそういう大事な公費を大事に使っていただい

て、皆さんが助かる方向をつくっていただきたいな

ということを考えておりますので、その辺、最後、

ちょっとくくっといていただかんと座れませんの

で。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） １人でもやるというのはあり

得ないと、１人なんかならないと、１人にはならな

いということです。実際に演劇については、外から

招く劇団については、全ての小学校を回ってもらう

ことにしています。先ほど申し上げた大道芸につい

ても、これも回っていただくことにしています。 

 恐らくデジタルアートについては、これまで豊岡

の人はほとんど見たことがないものですから、これ

は必ずお客さんが来ると。平田オリザさん自身の演

劇も、これはまさに日本を代表する世界的な劇団の

演劇ですので、これは必ず来るというふうに思いま

す。１人でもというのは、多分言葉が走ったんだろ

うというふうに思っています。 
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 それと、タイミングについては、福田議員のおっ

しゃることもわからないわけではないんです。です

けれども、今でなければいけないというふうに思っ

ています。今言わなければ、次、臨時議会を開くと

いっても、果たして日程調整できるのかと。そのと

きにもちろん専決はできます。そうしますと、議員

の皆さんと議論をするまもなくやらなければいけ

ない。しかし、今ちょうど議会開催しているわけで

すから、こうやって議論をやりとりすることができ

ます。 

 先ほど言いましたように、実際に７月、８月に本

当に行えるようになった場合のことを考えますと、

今から準備しとかないと、これ、絶対に間に合わな

いんです。これ、例えば４月に臨時議会、仮に開け

たとして、様子が見えて議会の議決をいただいてか

ら、それから、ホームページのアピールの仕方であ

るとか、先ほど申し上げましたけど、雑誌とのやり

とりであるとか、これ、間に合わないわけです。劇

団そのものが押さえられるかどうかも、これもわか

らないということがありますので、その意味では確

かにもう少し後であれば、もっと効果的なものって

ひょっとしてあるかもしれませんけれども、でも、

それは実際わかった段階で補正をするなり、追加を

するなり、あるいは既定の予算を変えるなりして、

それは可能なわけですから、今、お願いしたいのは、

とにかくいつでも動けるように玉だけは持たせと

いていただきたい。 

 物の考え方としては、先ほど申し上げたように、

安売り競争ではなくて、豊岡に行く意味があるとい

うのは付加価値をつけるということだということ

で、ここはぜひご理解賜りたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もうやめときますけれども、

基本的にはきょうのあれで出てましたけども、国が

３万円のクーポン券か何か出てましたけども、いろ

んなとこが、国も県もあるいはまた市もそうだと思

いますけども、そういった施策を打ってくるんじゃ

ないかと思っております。その中で急いで考えてい

かな間に合わんということも、ある面は理解はする

んですけども、それはそれとして、やっぱり表層に

なりますのでせっかくこうして予算化されるんで

あれば、その予算が本当に生きる形を、ぜひ、それ

はよくここへ焼きつけといていただきたいという

ことが１つと、もう一つは影響が、今、申し上げま

したように、演劇だけではなくていろんな業種に行

き渡っております。いろんな程度の差が出てきて、

これからよりそれが顕在化してくると思うんです

けれども、そういったことに対してのやっぱりアン

テナをきちっと張っていかないと、演劇というのは、

今、小学校も中学校もまちの一つの柱として立てて

おられますけれども、しかし、豊岡市を構成するの

は演劇だけではございません。やっぱりタケノコが

あって、いろんなところでいろんな力を発揮して、

ここ何十年、何百年続いてるわけですから、ここへ

住んだ人が、こういったコロナ禍と言うほどの大き

な災いの中でどう生き延びていくかということが

一番大事だと思いますので、ですから、演劇も大事

に皆さんは考えていらっしゃるんで、それはそれで

よしとしますけれども、わからない、目に見えない

部分についての手当をこれから顕在化したやつを

潰していくということは、今以上にやっぱり考えて

いただかんと、問題になるということを考えており

ますので、よろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

 ですから、そのときについても、当然、こうして

私もきのうの晩９時ごろ、これを見させていただい

て、演劇だけが、これ、大変だなと思って見たんで

すけれども、それ以外のことがいっぱいあると思い

ますので、そういう意識をやっぱり市の職員さん、

市長以下、しっかりと持っていただきたいというこ

とをお願いしておきたいと思います。以上です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 芦田竹彦委員。 

○委員（芦田 竹彦） この皆さんの意見を聞いてお

りまして、私も１点だけちょっとお伺いしたいと思

いますが、アクティビティーのクーポンですね。こ

のクーポンで豊岡市外の方が２万３，０００人、市

内の方は７，０００人の方対象で３万人ということ
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で、豊岡にも反転攻勢やるんだという、私も大賛成

なんです。 

 大賛成なんですが、対象者が気になりました。小

学校及び中学生ということになっておりまして、例

えば豊岡に親御さんで来た場合、小学校の方とある

いは３歳とか４歳とかいう方の兄弟で、一家で来ら

れるケースがあって、小学生の方は１人２，０００

円のクーポンが対応できますけども、じゃあ、幼児

の方は何もないということがちょっと私、気になり

まして、これは観光先でいったら、乳幼児は半額で

あるとか、例えばもっと安いとかいうことなのか、

いやいや、もう豊岡はもう３万人規模の、こういっ

た形で全国からもう豊岡に来てくださいよという

体制で迎え入れて、観光産業も潤うという体制のこ

とから考えると、全ての子供たち、乳幼児からもう

中学生まで対象とされたらいいんではないかなと

私は思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 言われたような点、私たちも

検討いたしました。実際にどの施設にどのくらいお

金がかかるのかということを調べ上げていくと、そ

れほど、まず乳児自体はそもそもかからないと。幼

児についても極めて低廉であると、あるいは無料で

ある。したがって、そこのところにプラスアルファ

出すことが、外から見たときにそれほど魅力的には

映らないということから、小・中学生ということに

限定をいたしました。 

 先ほどの福田議員のご質問と関連するんですが、

要は中の人にどう見えるかではなく、外から見たと

きに豊岡に行く旅行が魅力的に見えるかどうかが

重要になります。そのときにクーポンがもし出ると

すると、親御さんたち、何万円かお金もらってどこ

に行こうかなと考える。そのときに、子供たちが私

はここに行きたいと言ってくれる、そういう観点か

ら、今の子供たち来てるわけですけども、今申し上

げましたように現実の費用とか調べてみますと、余

り魅力的にはならないと。もちろんあればプラスに

はなりますけれども、ですので、むしろ同じ支援を

使うのであれば、小・中学校のほうに集中したほう

がいいのではないかというようなことです。 

 福田議員にも、あわせてこのことで大変恐縮です

けども、中の人たちではなくて外から見たときに豊

岡に行こうというときに、何が魅力的に映るのかと

いうことを考えて、それで演劇になっているという

ことについても、ちょっとおかりして大変恐縮です

けれども、ご理解賜ればと思います。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっとまた、済みません、

２点ほど確認をさせていただきます。 

 質の高いアート体験の提供の中で、江原河畔劇場

だとかアートセンター以外に、今、お話聞いてまし

たら、小学校単位での巡回ですね、公演をするとい

うことで、ここでは検討と書いてあります。今、市

長ではもうするということで言われましたけども、

この文章中は検討となってますけども、例えばする

場合、これ、７月、８月、夏休み中にすると、当然、

学校はほとんどいなくなってしまいますけども、こ

れは全校登校させてそこでやるということなのか、

個人的に、今、開いてますから来てくださいよとい

う扱いになるのか。それと、小学校じゃなくて中学

生がいますので、その辺の扱いをどうするのかとい

うのが１つ、１点あります。 

 それと、この４，８００万円のまた積算根拠です

ね。アからウまでの、多分積算されて４，８００万

円が出てると思いますので、アからウまでの金額を

教えてください。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 小学校での巡回公演に

ついては、もう基本的には前向きに検討させていた

だくこととしておりますけども、まだ相手方も特定

できておりませんので、そういった調整の中で前向

きに検討させていただきたいというふうに考えて

ございます。 

 また、中学校に関しましては部活等もございます

ので、夏休み中にそういった機会を設けるのはなか

なか難しいだろうという判断をしてございます。 

 それから、次、費用の積算でございますが、まず
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アの江原河畔劇場、それからアートセンター、出石

の永楽館を想定した演劇の上演につきましては、１

公演４０万円の２０公演を予算として積算してご

ざいます。それから、城崎国際アートセンター、そ

れから出石の永楽館、それから、前向きに検討させ

ていただくと言いました小学校の開催も含めまし

て、１公演３０万円で４５回の公演を予算として積

算してございます。それから、町なかのパフォーマ

ンス、大道芸でございますけども、１回３万５，０

００円という積算根拠で１５日、２公演プラス３万

５，０００円掛ける１５会場で２０７万５，０００

円の予算を計上いたしてございます。それから、子

供が楽しめるデジタルアートといたしまして、制作

費、運営費含めまして２，０５０万円の予算を計上

してございます。最後は、絵本作家による絵本の朗

読会及びサイン会ですけれども、期間中５回の開催

を想定いたしまして、合計で１６５万円を予算を計

上してございます。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 予算の内容についてわかりま

した。 

 中学生の件で気になったんですけど、当然、７，

０００人というのは小学校と中学校でちょっと調

べますと、５月１日現在で６，３５７人という数字

が上がっています。７，０００人はちょっと多いん

ですけども、中学生をどこで見ていただくかという

のが、また大事になってくるかなと思いますので、

何か今、考えておられることがありましたらお聞き

いたします。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） お配りをします７，０

００人に対するクーポンにつきましては、アクティ

ビティーの引きかえ券でございまして、基本、アー

トの機会の提供につきましては無償を想定してま

すので、そういったことでご理解いただければとい

うふうに考えてございます。 

○委員長（松井 正志） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） まず１点目、先ほど岡本議員

から言われたやつの詳細な資料はちょっといただ

きたいなというふうに思いますけれども、お願いで

きますか。 

○委員長（松井 正志） 後で検討します。後で準備

します。提供されるようですので、配付します。 

○委員（田中藤一郎） 質問をします。私の質問の内

容はリスクです。午前中もちょっとお話しさせてい

ただきましたけれども、コロナの部分で言いますと、

かなりやはり先ほど市長いろいろ言われてました

けれども、室内でやるという部分については、１０

０％ということがない限り、万が一のことがあった

場合、どのように、もしやられて出た場合はどのよ

うな対処を考えられていて、こういったやつが出て

きたのか、もう一度お願いします。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） こういう事柄の場合には１０

０％ということを考えてはいけないというふうに

思います。つまりさまざまなリスクがあるわけです。

今、室内のことだけおっしゃってますけれども、例

えば出石のそば屋さんにお客さんが入ったときの

リスクはどうなのか、どこが違うのか、変わらない

わけです。いえいえ、変わらないです。建物の中で、

結局、クラスター３要素が同時に重ならないように

と言ってる趣旨は、感染力は強いけれども、ある程

度の距離をとったりだとか、それから、言葉を直接

交わすことがなければ防げる、あるいはリスクは低

いと。これをゼロにしなければいけないといったら、

私たちはみんな家に閉じこもって、一切、外に出る

なと言うほかはありません。ですので、１００％か

ゼロかという議論を決してしてはいけないという

ことだと思います。 

 現に、国のこの専門家の会議も、その前提に立っ

ています。社会的、経済的な活動への影響を最小限

にとどめつつ、感染リスクを下げる。この前段部分

は何かというと、オール・オア・ナッシングはあり

得ないということを言ってます。交通事故で、毎年

本当にたくさん、１万人近くの人が多分、最近亡く

なってると思いますけど、だからといって、車に乗
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るなという方はありません。リスクはあるけれども、

一方で車に乗ってさまざまな活動をすることも大

切だという比較考量がなされて、総和としてのリス

クをどう下げるか。コロナウイルスのリスクだけを

考えれば、もうそういうことになるわけですけれど

も、そうではなくて、社会的、経済的なさまざまな

リスクを含めて、コロナウイルスのリスクも含めて、

そのリスクの総和を極小にしていく、そのための努

力をするということなのではないかというふうに

思っています。 

 ですので、国の専門家会議も、建物の中での演劇

を決して否定はしていません。繰り返しますけれど

も、クラスター３要素は同時に重なる場合を、そこ

のところを避けてくださいとしか言ってないとい

うことになります。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 理屈ではそういうふうな話も

あるかもしれませんけど、もしも本当にこういった

ところでコロナに感染したとなった場合、城崎をは

じめ観光地、この豊岡にはもう人が全く、理屈は言

われてるようなことがあったとしても、もしもこう

いったことが報道されて、した場合、経済的な打撃

というのは想像を絶するような気がするんですけ

れども、そういったところ、本当に考えられておら

れるんですかね。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） こういうときに余り思い詰め

ないことが重要なのではないかというように思い

ます。 

 さっき言いましたように、出石のそば屋さんに今

でも観光客いっぱい来ておられます。それが、建物

の中であろうが外であろうが、あるいは外で物を売

ってる人と接触しても、それが近ければ感染の可能

性はあるわけです。そのときに、陽性１人出れば出

石には行かないと恐らくなるだろうと思います。同

じことです。演劇だけを特別にするということは意

味はない、このように思います。 

 現に、どっかのうつしてやるぞと言った方は、隣

に座って接待した女性にうつったのではなくて、入

り口のところで休んでいたソファーに座っていた

別の女性がうつっている、こういうことであります

から、このことまでゼロにすることを考え出すと、

繰り返しになりますが、私たちは一歩も外へ出られ

ないです。そういうようなあり方というのは、厳に

慎むべきである、このように思います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何回も言うような感じがして、

なかなかかみ合いませんけれども、リスクをどうい

うふうに考えるかというのは、もう想定外以外のこ

とをやっぱりしっかりと考えた上でやっていただ

かなければ、本当に個人の、今、そば屋さんで来た

場合は、それは個人が来られてやっと対処になりま

すけども、これは豊岡が主催してやるものに対して

来た場合、それも無料で来た場合、全然やっぱり趣

旨的な部分というのはもう全く、逆にそういった方

を集めたような状態の報道だとか、そういうふうな

形でやられた場合は、本当に城崎がほかの、城崎ば

っかり言いますけど、出石も例えば夏休み期間中に

一番大事なときに、全くお客さんが来なかったとい

うふうなこと、ちょっとそういうどうしてもそうい

うリスクというふうな部分を、本当に真剣に考えた

ときには、確かに言われるようなことはあるかもし

れないですけれど、それをどういうふうに回避、や

り方もいろんなやり方があるとは思うんで、そうい

うところを考えてもらわないと、国が発表してる指

針どおりにやってるんだと言われても、もし出ちゃ

った場合は、やはり恐ろしい経済的な打撃というの

が豊岡の中には、１カ月とまった場合を考えただけ

でも恐ろしくて怖いんですけれども、本当にそうい

ったふうな部分を考えられておられるのかという

ような話をすれば、また同じような感じになってく

るかもしれませんけれども、ちょっと非常に懸念と

ともに、皆さんも考えとっていただかなければ経済

がとまってしまうのかなというふうに思っていま

す。 

 続いて、もう１点だけ、万が一やられて、演劇の

方がコロナにかかった場合のリスクとかは考えら

れとるんでしょうか。 



 18

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 演劇の人でなくったって、み

んなリスク負ってます。今、私たちも負ってます。

例えば田中議員がきのうどなたかと会われたとし

て、その人が感染者であれば会派の皆さんみんなか

かるリスクがあります。それと何が違うのかという

ことですね。別に演劇の役者がかかる可能性があれ

ば議員がかかる可能性もあり、そば屋の店主がかか

る可能性もあり、あるいは旅館の大将がかかる可能

性もあり、いっぱいあるわけです。そこに何ら違い

はありません。 

 ウイルスは田中議員やあるいはそば屋の大将や

演劇人を差別、区別しません。そんなことで取りつ

いたりするわけではないわけですね。ですので、こ

こはもう少しおおらかに、冷静に考えていただくの

がいいのではないかと思います。第一、準確率的に

考えてみて、今たくさんの出てますけど、１億２，

０００万人のうち例えば１，０００人、２，０００

人がかかってるとして、ある１００人の規模の会合

にその感染者が紛れ込む確率は一体どれほどある

のか。さらに入っていたとして、その人がほかにう

つす確率がどれほどあるのか。そもそも先ほど以来

申し上げている３要素というのは、仮に感染者が入

ったとしても、ほかの人へうつすリスクを、集団感

染になるようなリスクを防ぐためにこういうこと

をしなさいということを申し上げてるわけですね。

ですから、もともととにかくゼロではないというこ

とははなから前提になってるということだろうと

いうふうに思います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと僕が言い方を間違っ

たかもしれないですけれど、劇団員が出れば、よく

そこにかかわった人が検査しないといけなくなっ

てしまったら、公演自体がとまってしまうんじゃな

いかなというふうな、ちょっと意味合いの部分だっ

たんですけれども、それが例えば１週間停止したり

だとかいうふうなことも考えられるんですけれど

も、そういったことは考えられているのか。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 予定している劇団員が実際に

感染した場合に、その劇団員が演劇に出るというこ

とはまずあり得ません、あってはならないと。その

劇団員が、それまでに稽古のところで他の劇団員と

一緒になれば、他の劇団員は濃厚接触者になります。

したがって、この濃厚接触者に対しては調査がなさ

れ、そして、健康状況について観察がなされ、それ

から、もちろん検査もなされるでしょうし、その上

で感染が確認されればまずは自宅で隔離、それから、

入院しなければいけない状況になれば、これは入院

すると、そういうことになるだろうというふうに思

います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 悪かったんかもしれないんで

すけど、それによって演劇ができないというリスク

があるんじゃないかなというふうなこともあるん

ですけれども、どうですか。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） それは全くそのとおりだとい

うふうに思います。ですので、劇団員を全員、演劇

するチームを変えてしまうとか、あるいは別の劇団

に頼むとか、それから、もちろん演劇そのものが急

であれば、これはもう中止せざるを得ないというふ

うに思います。 

 これは別に演劇にかかわらず、全てのことにおい

て言えるんではないかと思います。ひょっとしたら、

この議員や当局から出れば、もう早速議場も閉めな

ければいけないということだってあり得るわけで

すね。ですから、そういったリスク自体全てありま

すし、そういうことが現実化したときには、それに

対してやめるとか、あるいは配役をかえるとか、そ

ういったような対応をすることになるだろうと思

います。 

○委員長（松井 正志） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） いろいろとかみ合わない部分

があるんですけれども、決して対策があかんだとか

いうことではなくて、そういうリスク的な部分が僕

自身は非常に気になっています。特にそういった風

評被害、１人だろうが１０人だろうが１００人だろ



 19

うが、風評被害が起きたときのことを考えると、非

常にそういった形で考える事業がこの中にあるの

で、そういったところを我々自身もしっかり考えて

いただきたいなというふうなところで終わります。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） もう大分時間を経過しました

ので。 

○委員長（松井 正志） マイク、マイク。 

○委員（井上 正治） 失礼しました。時間も経過し

てまいりましたので、端的にお伺いしたいと思いま

す。 

 まず、このコロナウイルスに関して窓口を設置さ

れたと思いますが、どのような状況で今まで経過し

たのか、問い合わせ等がどのような状況にあるのか、

現状をお知らせください。 

○委員長（松井 正志） 総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） 市役所では警戒対策本部

を設けて、それぞれの問い合わせに対しては答えて

いると思うんですが、特に市役所にということであ

れば、まず最初に総務課のほうに、市民の方から等

は電話は入っていますので、そこから関係の部署、

健康福祉部であったりというふうに回していくと

いうような取り扱いを一にしています。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 問い合わせの件数であるとか

ワンストップ化というのがされているのかどうか、

その辺はいかがでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） 先ほど申しましたように、

それぞれの市民の方が、それぞれの思うところに電

話はしとられるとは思うんですが、そこで何件あっ

たというのは、総務課では一応、そういう何件問い

合わせがあったとか、どういう内容のものがあった

というのは押さえてはおりますが、それぞれの部署

の中でそれができてるかというのは、ちょっと今の

時点では把握できてません。 

○委員長（松井 正志） 環境経済課とかはないか、

照会とか。相談とかは。環境経済課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 総合相談のような形

での設け方はしておりませんけれども、適時、相談

があればお聞きをさせていただいて、関係機関のほ

うにつないだりというようなことをしているとこ

ろでございます。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 相談窓口につきましては、な

るべくきめ細やかにスピーディーにというふうな

ことでお願いを、私たちの市民クラブからもお願い

をいたしたと思います。 

 どうもお聞きしますと、非常に、今、警戒本部が

立ち上げられて、４回ぐらいですかね、会議をされ

ております。この災害というのは、本当に大災害、

世界的な大災害であるというふうに私は思います

ので、警戒本部がいいのか対策本部がいいのか、私

はもう際にあるのではないかなというふうな思い

を持っております。もう少し危機感を持って連携を

各部署、あるいは総務がどのようなところに何件、

どのようなものがあったということについてはき

ちっと把握されて、物事を進められるほうがスムー

ズにスピーディーに行くのではないかなと思いま

すので、これはお願いをいたしておきます。 

 また、強いて言うならば、情報ラインをしっかり

と確立されて、どっかで集約できるようなシステム

づくりというのも、私は、今後のいろんな災害の対

策においても必要であるなというふうな思いでお

ります。これは意見として申し上げておきます。 

 それから、当地域にはやっぱりことしの冬は暖冬

でありました。暖冬対策が、このコロナで消えてし

まったというふうに私自身は思っておりまして、暖

冬でもただ単に宿泊業だとかスキー場だとか、そう

いうものが影響を受けたのではなしに、それに付随

する各業者であったり、それから従業員であったり、

いろんなとこが、もう多数のとこがやっぱり影響を

受けておりますので、ワンパンチであったら何とか

立ち直ると思いますけども、ダブルパンチを受けて

おりますので、本当にノックダウン状況だと思いま

す。そういう意味においては、やはりこのコロナ対

策においても、暖冬も踏まえながら柔軟な対応とい
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うのを拡充していただきたいと思うんですけど、そ

の辺はいかがでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） １つには、神鍋を中心

としたアクティビティーの受け入れ先として頑張

っていただきたいというところもありますし、ここ

にお示ししてますとおり、地域の特性を生かしたコ

ンテンツづくりについても積極的に応募いただい

たらというふうに考えてございます。  

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） アクティビティーですけども、

今言われたアクティビティーをどのようなアクテ

ィビティーというのをお思いなのか、もし具体的な

例があれば、何点か挙げていただきたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 基本的には屋外でのア

クティビティーを主に想定をしてございまして、熱

気球体験でございますとか、それからシーカヤック

でございますとか、海水浴場のラグーンであります

とかというようなことを想定してございます。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） あくまで屋外ということに限

定をされるというふうなことで理解してよろしい

ですか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 限定はしてございませ

ん。基本的にそういった方向で考えていきたいとい

うふうに思ってございます。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） これも柔軟な対応で、やはり

アクティビティーいうのはいろんなアクティビテ

ィーが考えられると思います。これもいろんな方か

ら意見を聞いていただいて、これはききますよ、こ

れはききますよ、そうすればやっぱり幅広くこの対

策に役立つのではないかなと思いますので、その辺

は柔軟な体制でお願いをしたいと思いますが、いか

がですか。 

○委員長（松井 正志） 大交流課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 屋外に限らず、幅広く

柔軟に対応したいと思ってます。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 柔軟にということで、ご検討

いただき、先ほどもありましたけども、柔軟によろ

しくお願いしたいと思います。 

 それから、子供たちが非常にどういいますか、ス

トレスがたまっとるのではないかなと思います。屋

内、屋内、日曜日になったら休校じゃないという部

分があって、ぱっと外へ出られる方もございますし、

中にはやっぱりもう少しすぐれた学業の力をつけ

たということで、屋内で勉強されたりということが

あるんですけども、他市ではいろいろとやっぱりど

ういいますか、ＩＴを使って授業されたりというふ

うなことがございますけども、そういう部分である

とか、例えばこれはたくさん寄っては、また例のあ

れに、クラスターになるんですけども、実は例えば

コミュニティセンターを使っての学習支援だとか

いうふうなことのお考えというのは、何か案はござ

いますか。 

○委員長（松井 正志） 教育長。 

○教育長（嶋  公治） 学習内容が未修であったと

いうことが、以前、本会議でお話ししたとおりで、

それはこの限られた時間の中で何とかできそうだ

と。あとは春休みにどんなふうにして家庭学習をす

るかということで、それは学校のほうから、学校を

通じて文科省のホームページがあって、そのポータ

ルサイトに自学でできるようなサイトがあって、そ

れを見ながらやるということができますので、ＩＣ

Ｔで学校とやりとりするというとは今できません

けども、それぞれができるように体制を組んでると。 

 それから、コミュニティで受け皿でやるというこ

とは、今のところは考えてございません。 

 それから、先ほどからずっと議論を聞いてまして、

私は１１年前の新型インフルエンザのことをちょ

っと思い出したんですけど、あのときに中学生が修

学旅行に出かけていって、マスクつけていって、ど

こから来たんだ、豊岡だって言ったら、兵庫県だっ

て言ったら、うつしにきたんかっていうことを言わ
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れたと。早速、私、そのとき教育委員会にいました

ので、風評被害の指導案つくって全ての小・中学校

でやり、プラスして永楽館で小学校６年生に対象に

して狂言教室をしました。子供も先生たちもすごく

喜んでて、そして、そのことが、今、１１年間ずっ

と続いています。なので、そのときにはそれだけで

ストレスを発散できないかもしれないけども、大人

たちも頑張るし君らも頑張れというメッセージだ

ったと。今回のこの体験活動であるとか、あるいは

演劇、アートいろいろと子供たちに提供するという

ことは、頑張ったことへのご褒美と、これ、文教委

員会でも何とか楽しいことやってくれというお話

がありましたけども、そのメッセージで、これから

また何かあるかもわからないけど、やっていこうね

ということなので、そういう意味は本市の子供たち

にとってはあるのかなと。ちょっと回答はずれまし

たけど、そんな思いを私は今、持っております。 

○委員長（松井 正志） 井上委員。 

○委員（井上 正治） このコロナウイルスの感染症

がいつ終息するというのは全く見通しが立ちませ

ん。さまざまに日々が変わってくると思いますので、

市当局としても、日々のやっぱり実態をなるべく早

く把握していただいて、それに対する対策というの

が必要だと思います。その辺はやっぱりしっかりと

連携をとっていただく。そして、我々市民の代表で

ある議員も一緒に仲間に入れていただいて、やっぱ

りお互いの意見を交換するというのは私は非常に

大切ではないかなというふうに思います。 

 ですから、きょうはこんなにたくさんの意見がど

んどんどんどん出てくるのであろうかと思います

ので、その辺をしっかりとやっていただきたいと思

いますし、やはり市民クラブが申し上げてましたよ

うに、県・国ではできないような小回りのきいた施

策であるとか、すき間分野に焦点を絞った施策であ

るとかいうふうなことでお願いしたいと思います

し、先ほど申しましたように相談体制、これについ

てはもう少し充実させて、柔軟なしっかりとした対

応をしていただきたい。どうもお聞きしてると、ま

だまだぎくしゃくしてるなというふうな印象を受

けましたので、その辺をしっかりと対応して、市民

が不安を持たないような情報の伝達のあり方だと

かいうものを、市も一生懸命やってますということ

をしっかりとＰＲしていただいたら、市民も安心感

が増すのではないかなというふうに思いますので、

そういうことをお願いしまして私の質問を終わり

ます。 

○委員長（松井 正志） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 済みません、先ほど本会議の

中でちょっと質問させていただいたんですけど、も

う少し教えていただきたいと思いましてちょっと

質問します。 

 まず、今回の経済対策、商工会、商工振興であっ

たり観光事業に対する補正予算なんですが、そうい

う予算を見るときに私が思うのは、当然、商工会、

経営者、事業者を中心に窓口としてやられるんです

けど、その事業所に働く市民の皆さん、雇用されて

る方が今どういう状況にあるのか。特に豊岡市の場

合は中小が多い、個人企業も多い。そういった中で、

国の雇用調整交付金ですか、もあるんですけども、

そういった交付金がうまく使われて、起業されてる

事業者の経営者の方が、雇用されている労働者の方

にどういうふうにして回るのか、この辺もすごく気

になるところであります。だから、それがうまく機

能して、豊岡で暮らしておられる人がこのコロナに

よって職を失わない、豊岡で働き続けてもらう、そ

のことまでがやっぱりしっかり行き届いて、この経

済対策が私は初めて実効あるものになると思うん

だけども、だから、そういう意味で今回の経済対策

が労働者、働く人にとって、例えば臨時で働いてお

られる方もある、パートの方もおられる、もちろん

正規雇用の方もおられるんですけども、そうした人

に対して、効果としてあらわれるような施策として、

窓口だけで終わってはだめだと思うんですけどね。

そのあたりのお考えを、どういうふうにまた把握を

していくのか、その手だてについて、今、お考えあ

ったらお聞かせください。 

○委員長（松井 正志） 前野副市長。 

○副市長（前野 文孝） 私たちもこの施策を考える
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ときに、実は前回のリーマンショックのことをイメ

ージしました。私も１つの経営者でありまして、ま

ず大変厳しい状況に置かれました。その折に非常に

感じましたのが、そのときにも雇用調整のこういっ

たことを補助金という形で政府は出しましたけど

も、実はそのときに非常に事務が煩雑で、ある程度

大きい企業だと全て自分たちの社労士に任せて、全

部滞りなくやったんですけども、ある一定規模より

小さな企業、特に豊岡市はほとんどそうなんですけ

ども、そういったところになると、ほとんどの方が

諦められていたという状況がありました。ですので、

この部分を私たちとしましては、企業の事務の負荷

を軽くしてあげる、そういった施策のほうにこの補

助金を使って、しかも、それを商工会と商工会議所

さんのほうも、特に商工会はみずからできる力を持

ってますので、それとあと、そういう足らないとこ

ろは社労士を商工会もしくは商工会議所が手配を

して、企業にサポートする、そういったことで事務

的な労力を軽くしてあげて、この補助金につなげて

いきたい。そういったことを通じて、雇用の安定化、

失業者をできるだけ出さないということを図ろう

と思っています。 

 これはさらに長期化しますと、また状況が変わっ

てくると思いますので、そのときにはまた、折を見

て新たな政策を打っていく、こんなことも必要だと

いうふうに思っています。以上です。 

○委員長（松井 正志） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 今回のこの補正予算について

は、これはこれとして確認をさせていただきますが、

やはりこのアンケートを見ましても、ごく一部の企

業だと思います。その中で、もう既に大きな影響が

あるっていうふうに言われてる企業も、多少影響が

あるという企業も含めて、もう８割近い。今後、長

期化することによって、影響が生じるかというアン

ケートについても、８２％の企業が、事業者の方が

そういうふうな回答をされている。 

 やはり働いておられる、豊岡に住んでおられる方

が、こうした影響を受けるということは、もう火を

見るより明らかですので、ですから、先ほど答弁さ

れたように、細かい、きめ細かい対応をぜひお願い

をしておきたいと思います。私からは以上です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、先ほどまでの議

論の中でもしかしたら答弁があったかもわからな

いんですが、ちょっと確認させてください。 

 例えば私が聞いておりますのに、旅館なんかに魚

介物を納品されるのに、今回のそういうコロナの関

係で、そういう納入ができなくなった漁業者、魚の

販売元ですかね、そういうとこら辺のことも聞いた

りとか、また、農業者の方にも、先ほど給食センタ

ーでの納入のことに対しては、元方のほうの、そち

らのほうの原資で補償しておられるようなことが

あったんですけれども、こういう漁業者の方とか農

業者の方の相談窓口というのは、先ほど何かＪＡさ

んとか漁協さんとかになると思うんですけれども、

そこら辺でのＪＡさんとか漁協なんかへのコロナ

の影響については、こちらのほうに、当局のほうに、

そういう調査結果が入ってくるのか、どういうふう

に把握されていくのかお願いします。 

○委員長（松井 正志） 前野副市長。 

○副市長（前野 文孝） ご質問いただきました。担

当課がいませんので、正式なところ、あれですけど

も、今の現状で少しそういうことの情報も耳にはし

ておりますけども、具体的にどういった調査をして

いるかというと、今、現状、私はまだ聞いてござい

ません。 

 必要に応じて漁協なり農協と協力しながら調べ

てまいりたいと思います。以上です。 

○委員長（松井 正志） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 私も個人的に聞いている方が

ありますので、ぜひ、そこら辺の施策もよろしくお

願いいたします。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 午前中にも教育委員会のほう

にお尋ねをしたんですが、１つには教育長にも、き

ょうは午後から出てきていただいておるんで、休業、

休校ということで２週間ぐらいですか休んでしま
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いました。その間、学童とか放課後児童クラブもあ

りながら、子供たちの暮らしは一体どうだったのか

な。卒業式も本当に縮小され、それからまた、入学

式も楽しみにしておりましたが、来賓は一切もう行

くことができなくなりました。それは、それなりに

子供たちにとっては生涯忘れられぬ卒業式であり、

入学式になるのかなというようなことも思います

けれども、これから、そういった休業、休校をやっ

た子供たちの暮らしがどうだったかなというとこ

ろの把握ができてるのかな。 

 それから、余り想像したくないんだけども、これ

からもまたそんなことが起こるようなことがあっ

たときに、同じような体系、同じような環境で学校

生活を送らせなきゃいけないのか、その辺のことも、

市のほうのこの補正予算の中には、地元の子供たち、

小・中学生に対してのこういった配慮もしていって

もらってますから、それはそれであるんでしょうけ

ども、肝心な学校サイドの学校の現場のほうがどう

なのかな。それから、先生たちはどういうふうにし

て、こういったときにどんなことをなさっておられ

たのかな、それをお聞きしたいのが１点。 

 それと、先ほど次長が給食の納入業者に対しての

手当として、手当というか現計予算の中でやってお

りますから。ただ、よくよく考えれば、いわゆる現

物というか成果品をもらわずに、基本的にはお金が

そこで、現計が予算だからといって、そういった補

償というか、どういうふうな名目でどういうふうな

形で処理をするのかということを、今後、また、こ

ういうことがあったときにはどういうふうな対策、

対応を、仕入れ業者の人たちからすれば、大変涙が

出るほどうれしいことだと思うんですよ。もうはっ

きり言って補償はしなくてもいいというレベルの

話だと思う、もともとは。だけど、そうやって市が、

教育委員会がやってくれるということは、大変あり

がたいことだなと私は思っとられると思います。だ

から、それをこっちの事務方のほうでどんなふうな

切り盛りのやり方をするのかなというとこら辺に

ついては、ちょっと再度、お尋ねをしときたい。以

上。 

○委員長（松井 正志） 教育長。 

○教育長（嶋  公治） このことはホームページに

も載せてますが、再度、お伝えしたいと思います。 

 ２週間の突然の国と県からの休校の要請を受け

て、そのときにはせざるを得ませんでした。その間、

先生たちは子供たちが放課後児童クラブで受け入

られない子たちを全部受け入れて、それ以外にも時

間を見て、電話をしたり家庭訪問をしたりしながら、

子供たちの様子を確かめました。確かめてわかって

きたことが、例えば生活が不規則になっている、ゲ

ーム漬けになっている。ある保護者からは、１週間

はまだよかったんだけども、２週目に入ってくると

だんだん言葉が暴力的になってきた。いわゆるスト

レスがたまってきた。そんなことがあるし、お昼ご

飯が用意できなくて、火を使わせてはだめだから、

レトルトとかカップラーメンを食べる子が多くな

ってきた。発達障害のある子についても、本当にし

んどくなってきた。そんなことなので、とにかく学

校を再開してほしいという声が、子供や保護者や学

校の先生を通じて私のとこに来たので、それなら、

それを、もちろん豊岡市に感染者確認がないという

ことの背景はありますけども、それなら学校で適切

に指導した中で、感染症防止の対策をした中で学習

したほうが子供たちにとってはいいという判断で

やりました。だから、そんなふうに２週間は過ごし

てきたと。 

 本当にけなげに子供たちは、外へ出ちゃだめよと

言ったら、ずっと守ってて、それで防災無線で、私

が２４日、２５日に、もうクラスターの３条件の重

なるところに行くこと以外は、山に行ったり、川に

行ったり、公園に行ったりしてもいいよって放送し

たら、その次の日は公園にあふれてたといいますか

ら、それだけ一生懸命我慢してたということです。 

 そういうことで、先ほど言いましたように、演劇、

アートなり、それからアクティビティーなりを、よ

く頑張ったねという意味でやってやりたいという

のは私の気持ちでもあります。 

 今後は、一応、今のところは感染者が学校の中に

見つかった場合、先生とか子供、その場合は学校を
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閉じます。その学校だけ閉じるということで対応し

ていきたいと。徐々に見ながら、それも緩和できる

ような状況になったら、緩和していきたいというふ

うに思っていますけども、なので、どうなるかはわ

かりませんけども、今回学んだことをもとにしなが

ら、対応できることを考えていきたいと思います。 

 ただ、もう今の時点で修学旅行できませんので、

修学旅行はもう秋に送りました。それから、自然学

校もどうなるかわからない。トライやる・ウイーク

も受け入れの企業がなかなか見つからないという

ような状況も出てきますし、さまざまな行事が圧迫

される可能性もありますので、そのあたりは学校と

相談しながら、どう対応していくかということは今

後の課題にしていきたいなというふうに思ってい

ます。 

○委員長（松井 正志） 教育次長。 

○教育次長（堂垣 真弓） 学校給食につきましては、

もともとの基本の契約どおりにキャンセルをさせ

ていただきました。ただ、その契約と申しますのが、

今回のような大規模で長期な休校というものは想

定しておりませんでしたので、それにつきましては、

この契約の中にもございます、契約外事項というこ

とで、契約書に定めのない事項については、双方が

協議して決めるという項目がございますので、豊岡

市のほうと業者のほうと相談をさせていただきま

した。その中で、全事業者に確認をさせていただき、

本当に今回の件でお困りではないですかというこ

とを確認させていただいた上で、他に転用できたり

とか、販売できたものについてを除き、どうしても

処分ができなかったものについて、では、その分に

ついて豊岡市として、では、買い取りをさせていた

だきたいということで、今回はしたいというふうに

考えています。 

 ただ、買い取りさせていただいて、納品した場合

には、給食センターにかなりの食材が入ってまいり

ますので、その処分とかにつきましても、かなりの

時間と労力が発生しますので、その買い取りさせて

いただいた上で、業者のほうで適切に処分をしてい

ただくということで、その処分をしたという確認を

した上でのお支払いという形にさせていただきた

いというふうに考えています。以上です。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 処分の仕方も幾らでも協力い

たしますから、また、いろいろと城崎方面、城崎だ

けじゃなくて神鍋もおられますけども、出石のほう

もおられますけども、また言っていただいたら、相

談しましょう。 

 教育長、そういうことで本当に、誰かが言ってま

したけども、清水君だったかな。余りこういう言葉

を使うとどうかと思うけど、本当にピンチをチャン

スに変えるということで、やっぱりこれを本当にチ

ャンスに変えられるような形になって、逆にあのと

きこんなことがあったけど、本当によう頑張ったな

と言えるような形を、ぜひお願いをしたいと思いま

す。 

 それから、市長、いろいろと皆さんおっしゃって、

いろんなことをおっしゃって心配もされて、たくさ

んあるんだけど、本当にどうなるかわからない。わ

からないけれども、それが市役所のせいなんてとっ

ても、するつもりも全くありません。我々議会も責

任と役割があるから。だけど、こういうときだから

こそ、一緒になって、議会と一緒になって、本当に

正々堂々と市民に向かって不安を払拭できるよう

な、やっぱり政策をきっちりやっていくべきだとい

うふうに思います。困った困ったということばっか

りじゃなくて、我々ができること、やり方はいっぱ

いいろいろと工夫すればあると思いますから、ぜひ、

ドイツの、スイスも来れなくなっちゃって、予算が

どうだったか忘れましたけども、使わなくても済む

予算もあるんで、その辺はうまく上手にやって、で

きればコロナ対策にも本当にうまく充当してもら

えばいいのかな、そんなことも含めていくと、議会

も本当に一緒になってやればいいというふうに思

ってます。その辺いかがですか。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） チャンスに変えるってなかな

か言いづらいとこがございまして、転んでもただで

は起きないという言い方をいたしております。 
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 今回の補正予算につきましても、椿野議員を初め

多くの議員の方々とも立ち話程度でありますけど

も、こんなことを考えてましたということは申し上

げてまいりました。それから、今回の子供対策とい

うのも、先ほど申し上げましたけれども、観光業界

の方々と話し合いをした上で、踏まえてやったもの

でありますけれども、そういったようなことについ

ても、細かい数字まではお伝えしておりませんけれ

ども、できるだけ多くの方々にこんなことを考えて

ましたねということを言って、今日に至ってます。 

 こういう緊急のときには、できるだけ多くの目で

もって物事を見て、そして、対策を考えていくこと

がとても大切だと思いますので、引き続き議会の皆

さんとも、きょうのような正式な場ももちろんであ

りますけれども、それ以外の場でもさまざまに意見

交換をさせていただきたいと思いますし、状況がこ

んな状況になってるというような情報もお伝えい

ただければ、私としては大変助かるかなとこのよう

に思っています。 

 もう毎日毎日、私も市役所に来る前に、途中のお

地蔵さんに平穏無事を、おさい銭を上げてから来る

わけでありますけれども、しんどい中ではあるんで

すけども、いつまでもこういうことが続くわけでは

ないということで、お互いに希望を捨てずにしっか

りとやっていきたいと、こんなふうに思っておりま

す。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 ないようですので、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認めます。 

 よって、第４５号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 ここで当局の皆さんは退席いただいて結構です。

ご苦労さまでした。ありがとうございました。 

 暫時休憩します。 

午後２時２２分休憩 

──────────────────── 

午後２時２９分再開 

○委員長（松井 正志） これより、委員会意見の要

望のまとめに入ります。 

 当委員会の意見・要望として、委員長報告に付す

べき内容があれば、それぞれご発言いただきたいと

思います。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 先ほどの補正予算に対する意

見を５点ばかり申し上げたいと思います。 

 今回のこの予算については、商工、それから観光

業でありますけれども、商工、観光業以外、例えば

農林水産業等も含めての事業者に対する支援策、こ

れは雇用確保も含めてでございますが、の検討並び

に迅速な実施、それから、２点目に市内事業者等へ

の風評被害に対する対策並びに迅速な対応、これは

先ほどの商工会、商工会議所のアンケートの中にも

ございましたので、風評被害に対する懸念がござい

ましたので、それに対する対策、迅速な対応を求め

るというもの、それから、３点目には補正予算の使

途に対する市民への理解を得るための十分な説明、

それから、４点目にクラスター発生の要因となるリ

スク回避対策の徹底、これは先ほど田中議員からも

ありましたように、江原河畔劇場あるいは城崎国際

アートセンター、出石永楽館という個別の会場での

開催に対する、クラスター感染ということに対する

リスク回避の対策の徹底をするということであり

ます。それから、５点目には国や県への緊急財政支

援の要望を当局としても強力に進めていただきた

い。以上、５点を意見に入れていただきたい、この

ように思います。以上です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） それでは、要望・意見を文面

の朗読をもちましてお願いしたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に対する支援

について、日々国内外の状況が変化しつつあること
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を踏まえ、本市の現状を十分に注視しながら、限ら

れた財政を有効的かつ集中的に活用し、機敏で効果

的な予算編成とその確実な執行に努められたい。な

お、今後の追加経済対策を検討する際は、市の代表

である議会の意見を把握するなど十分連携して取

り組むこと。 

 １つ、中小企業への支援については、市内商工団

体との連携のもとに、時期を失することなく経営相

談や労務相談を行うとともに、窓口の周知や相談の

場の拡大を通じて、団体非加入の個人事業主や企業

に対しても、きめ細やかな支援が及ぶよう留意する

こと。 

 （仮称）豊岡応援プロジェクト“豊岡を遊ぼう”

については、市内はもとより全国の子供たちへの応

援メッセージを発信しようとする取り組みであり、

新型コロナウイルスへの反転攻勢を目指す、豊岡市

の個性を生かした取り組みの一つと言える。感染症

の終止が見通せない状況ではあるが、豊岡での体験

を通じて、子供たちに元気を与え、その取り組みを

通じて、地域経済が循環し、アート（団体への支援）

や観光分野のみならず、その効果が市内全域にわた

ることを期待する。以上です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありますか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 今の市民クラブさんのにつけ

加えて、特に質の高いアート体験の提供であります。

非常にまだ、収束に、おさまらないコロナウイルス

の関係で、同会派の田中委員も言っておりましたよ

うに、非常にクラスター関係、そういうことも十分

状況判断しながら、特にアート体験が突出して予算

化されており、無償で提供というふうなことがござ

います。この時期、財政調整基金をここに投じて、

期待ですね、しっかりとしたやっぱり市民に還元で

きるような、そういうことも踏まえて実施に当たっ

ては検討されたいということをつけ加えておきま

す。以上でございます。 

○委員長（松井 正志） ほかにありますか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） うちの会派からも、先ほども

言いましたけど、今後、いろいろな手だてを打たれ

ると思うんですけども、ぜひ教育とか福祉の面の支

援の強化ということで、先ほども言いましたけど、

生活福祉資金の貸与は既には行っておられるとい

うことでありますけども、それの周知、告知をもっ

として、柔軟かつスピーディーにするようにという

ことと、あと特に学童保育とかこども食堂、それか

ら校庭開放など、子供の居場所づくりに対して、市

や県連携して支援をぜひ強化していただきたいと。

先ほども言いましたけど、県のほうでＬＩＮＥの相

談みたいな、豊岡市ではあんまりされてないという

ことですけども、これ機会に拡充や４月以降、活用、

ぜひお願いしたいなということをお願いします。以

上です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありますか。 

 ないようでしたら、今の４名の方からの意見・要

望について、議題とさせていただきます。 

 青山委員から５点の内容のものでした。井上委員

からは３点、それから、浅田委員からは大きく分け

ると２点、それから、竹中委員については少し観点

が違うものがありますけれども、教育であるとか生

活であるとか制度のＰＲ、あるいは学童の関係でし

た。今回の議案になっておりますのは、補正予算と

いうことですんで、できれば補正予算に限定し、な

おかつ、さらなるコロナウイルス対策については全

般的に、市民の安全・安心を守るために意見を付す

というようなことでまとめさせていただきたいな

と思いますけれども、それでよろしいでしょうか。 

 そして、なおかつ重複するものについては、統合

させていただいて、まとめさせていただくようにし

たいと思いますので、この内容でご了解いただけま

すか。 

 ご異議なしと認めます。 

 したがいまして、当委員会の意見及び要望につき

ましては、先ほどの４人の方の意見を基本に、正副

委員長のほうにご一任をいただきたいと思います。 

 時間もありませんが、この際、特にご意見がなけ

れば終了させていただきたいと思います。よろしい

でしょうか。 
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 それでは、以上をもちまして、本日の予算決算委

員会を閉会とさせていただきます。 

午後２時３８分閉会 

──────────────────── 


